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平
成
十
三
年
度
の
本
町
成
人
式
が

八
月
十
五
日
、
有
鄰
館
で
開
か
れ
、

新
成
人
が
大
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

今
年
の
成
人
該
当
者
は
、
昨
年
よ

り
九
人
多
い
男
四
十
三
人
、
女
四
十

六
人
の
合
計
八
十
九
人
。
式
典
へ
の

出
席
者
数
は
男
四
十
人
、
女
三
十
八

人
、
合
計
七
十
八
人
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
成
人
が
一
人
ず
つ

紹
介
さ
れ
、
代
表
し
て
高
橋
一
美
さ

ん
（
松
柴
）
が
記
念
品
を
受
け
取
り

ま
し
た
。
続
い
て
阿
部
町
長
が
「
二

十
一
世
紀
は
少
子
化
、
情
報
化
な
ど

大
変
な
時
代
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

い
つ
の
時
代
で
も
大
変
な
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
成
人
し
て
き
た
先
輩

方
に
負
け
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と

精
進
し
て
頑
張
り
を
見
せ
て
欲
し
い
」

と
新
成
人
た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

町
議
会
議
長
な
ど
来
賓
の
祝
辞
の

後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
阿
部
泉
さ

ん
（
蔵
新
田
）
と
嶽
石
文
悟
さ
ん

（
五
海
保
）
が
力
強
く
意
見
発
表
を
し
、

式
典
を
終
え
ま
し
た
。

式
終
了
後
に
は
カ
メ
ラ
を
片
手
に

久
し
ぶ
り
に
あ
っ
た
仲
間
た
ち
と
ス

ナ
ッ
プ
写
真
を
撮
っ
た
り
、
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
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平
成
十
三
年
度
成
人
式
 

▲激励のことばに大人としての自覚も
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佐
藤
　
麻
有
さ
ん
（
横
渡
）

畠
山
奈
美
子
さ
ん
（
寺
田
）

小
野
　
隼
人
さ
ん
（
高
屋
）

柴
田
和
佳
子
さ
ん
（
須
郷
田
）

畠
山
　
明
彦
さ
ん
（
大
琴
）

小
野
　
兼
寿
さ
ん
（
黒
沢
）

①今は実家を離れ、一人暮ら
しをしながら大学生をしてい
ます。
②久しぶりにみんなに会った
けれど気持ちは昔と一緒で嬉
しかったです。
③将来は自分らしく生きたい
です。

①リサイクル施設で汗をかき
ながらガンバッテいます。
②本当に成人を迎えているん
だなーとしみじみ・・・
③何でも人の役に立てる人に
なろうと思う。

①東由利で地道に仕事をして
頑張っています。
②特別な気持ちはあります
が、みなさんと久しぶりに会
えたことが嬉しいです。
③地元で子どもを養えるくら
いの人になりたいです。

①秋田新電元に勤めています。
②「やっと成人になった」っ
て感じです。
③明るい家庭を築くことです。

①秋田市の看護学院３年生で
す。将来は本荘･由利郡の病院
に勤務したいと思っています。
②このような機会でなければ
みんなに会えないので、たく
さん写真を撮りたいです。
③本荘・由利郡に住み、いつ
までもみんな仲良く健康に過
ごせたらいいなと思います。

①大学生
②成人できてよかった。
③立派な人になりたい。

新時代を担うフレッシュなみなさ
んに現在の思いを聞いてみました。
《インタビューの内容》
①近況報告
②成人式を迎えた今の気持ち
③将来への希望

Ｑ．成人になって何がうれしい？（複数回答）
何も変わらない　　　　　　　　　　　　　22人（34.4%）
たばこやお酒が飲める　　　　　　　　　　19人（29.7%）
選挙に参加できる　　　　　　　　　　　　10人（15.6%）
その他　　　　　　　　　　　　　　　　　13人（20.3%）

Ｑ．これからの夢は？（複数回答）
結婚して幸せな家庭を築きたい　　　　　　20人（27.4%）
自分にあった仕事に就きたい　　　　　　　15人（20.5%）
いろんな世界を見たい　　　　　　　　　　10人（17.3%）
その他　　　　　　　　　　　　　　　　　28人（38.4%）

Ｑ．四国で起こった成人式を乱す騒ぎについてどう思いますか？
同じ世代として恥ずかしい　　　　　　　　24人（46.2%）
彼らは悪いが自分とは関係ない　　　　　　11人（21.1%）
別に騒ぐことではないと思う　　　　　　　 7人（13.5%）
その他　　　　　　　　　　　　　　　　　10人（19.2%）

Ｑ．あなたは東由利に住んでいますか？
はい　　　　　　　　　　　　　　　　　　20人（37.7%）
いいえ　　　　　　　　　　　　　　　　　33人（62.3%）

Ｑ．今住んでいるところに何を望みますか？（複数回答）
給料の高い会社が欲しい　　　　　　　　　19人（16.7%）
深夜まで営業のおいしいレストランが

欲しい　　14人（12.3%）
道路を良くして欲しい　　　　　　　　　　12人（10.5%）
携帯電話や高速インターネットが使える

ようになって欲しい　11人（ 9.6%）
その他　　　　　　　　　　　　　　　　　58人（50.9%）

Ｑ．市町村合併について知っていますか？
初めて聞いた　　　　　　　　　　　　　　32人（60.4%）
聞いたことはあるがよく分からない　　　　 9人（17.0%）
興味がない　　　　　　　　　　　　　　　 8人（15.1%）
重要な問題だと思う　　　　　　　　　　　 4人（ 7.5%）

〔回答者：53人・回収率：67％〕 ＊協力してくださったみなさん、ありがとうございました。



午
前
十
時
に
始
ま
っ
た
式
典
で
は
、

臨
席
者
に
よ
る
「
君
が
代
」
斉
唱
の
あ

と
、
阿
部
町
長
が
「
国
も
地
方
も
大
変

厳
し
い
時
代
に
入
り
ま
す
が
、
町
民
の

皆
様
、
議
会
議
員
の
皆
様
と
一
緒
に
な

っ
て
『
明
る
く
元
気
の
出
る
町
、
東
由

利
』
の
一
層
の
発
展
の
た
め
努
力
し
て

い
き
ま
す
」
と
戦
没
者
へ
の
追
悼
の
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
式
場
正
面
中
央
に
置
か
れ

た
戦
没
者
追
悼
の
標
柱
を
前
に
、
戦
没

者
の
御
霊
に
一
分
間
の
黙
祷
が
捧
げ
ら

れ
、
八
月
十
五
日
の
全
国
戦
没
者
追
悼

式
で
の
天
皇
陛
下
の
お
こ
と
ば
が
流
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
由
利
福
祉
事
務
所
長
、
遠
藤

議
会
議
長
、市
郡
連
合
遺
族
会
長
、玉
米

地
区
遺
族
会
代
表
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
追
悼

の
こ
と
ば
が
捧
げ
ら
れ
、
瞑
想
曲
が
静

か
に
流
れ
る
中
、
参
列
者
が
戦
没
者
に

献
花
。
最
後
に
下
郷
地
区
遺
族
会
代
表

に
よ
る
謝
辞
で
式
が
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ

ず
に
次
の
時
代
へ
平
和
の
尊
さ
を
語
り

継
い
で
い
く
こ
と
を
誓
い
合
っ
て
い
ま

し
た
。

第
六
回
議
会
臨
時
会
が
八
月
二

十
三
日
に
招
集
さ
れ
、
役
場
庁
舎

建
築
工
事
契
約
締
結
案
な
ど
六
議

案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

財
産
（
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
）

の
取
得

▼
取
得
価
格
・
二
千
七
百
二
十
六

万
八
千
五
百
円
／
株
式
会
社

カ
ワ
サ
キ
マ
シ
ン
シ
ス
テ
ム

ズ
秋
田
支
店
（
秋
田
市
）

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

東
由
利
地
区
第
〇
四
四
〇
六

号
工
事
（
家
畜
糞
尿
処
理
施

設
）
請
負
契
約
の
締
結

▼
契
約
金
額
・
一
億
七
百
十

万
円
／
伊
藤
建
友
株
式
会
社

（
本
荘
市
）

役
場
庁
舎
建
築
工
事（
建
築
本
体

工
事
）請
負
契
約
の
締
結

▼
契
約
金
額
・
五
億
七
千
七
百
五

十
万
円
／
前
田
建
設
工
業
株
式
会

社
東
北
支
店
（
仙
台
市
）

役
場
庁
舎
建
築
工
事（
機
械
設
備

工
事
）請
負
契
約
の
締
結

▼
契
約
金
額
・
一
億
千
七
百
六
十

万
円
／
山
二
施
設
工
業
株
式
会
社

本
荘
営
業
所

役
場
庁
舎
建
築
工
事
（
電
気
設

備
工
事
）
請
負
契
約
の
締
結

▼
契
約
金
額
・
九
千
九
百
七
十
五

万
円
／
株
式
会
社
ユ
ア
テ
ッ
ク
本

荘
営
業
所

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
三
年
度
東
由
利
町
一
般

会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
に
、

そ
れ
ぞ
れ
五
千
九
百
十
七
万

八
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
四
十
一
億
八
千
二
百
八

十
三
万
四
千
円
と
し
た
も

の
。
追
加
と
な
っ
た
主
な
歳

出
補
正
予
算
は
災
害
復
旧

（
十
箇
所
）
に
か
か
る
工
事

費
等
。
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戦
没
者
追
悼
式
が
八
月
二
十
二
日
、
有
鄰
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
日
清
戦
争
以
後
、
町
出
身
戦
死
病
没
者
三
百
十
二
柱
の
御
霊

に
祈
り
を
捧
げ
る
べ
く
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

式
に
は
遺
族
な
ど
関
係
者
約
百
人
が
出
席
、
戦
没
者
の
御
霊
に
献

花
す
る
と
と
も
に
、
戦
没
者
の
安
ら
か
な
眠
り
を
祈
り
な
が
ら
平
和

へ
の
願
い
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

▲戦没者の御霊に献花

新
庁
舎
建
築
工
事
に
GO
サ
イ
ン

議
会
で
契
約
を
可
決

第6回議会臨時会
8月23日招集
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事業の内容や規模にかかわらず、すべての事業所
が対象になります。
もちろん個人経営の事業所も調査の対象です。

どんな事業所が調査の対象なの？

事業の内容、従業者数、経営組織
などの基本的な事柄について調査し
ます。
その結果は、国民生活の豊かさを

実現するため、国政などにおいて経
済施策、雇用対策の立案の基礎資料
となるほか、環境対策、交通・通信
網の整備、地方都市開発整備計画な
どに広く役立てます。
また、調査の結果は、どなたでも

利用できます。

どんなことを調べるの？
結果はどう役立てるの？平成13年10月1日現

在で調査します。
そのため、9月下旬

から調査員がそれぞ
れの事業所に調査票
を持ってお伺いしま
す。

いつ行うの？

総務庁統計局

今
年
の
夏

今
年
の
夏
は
予
報
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
猛

暑
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
比
較
的
し
の
ぎ
易

い
夏
で
終
わ
り
そ
う
で
す
。
台
風
十
一
号
も
全

国
的
な
心
配
を
し
た
こ
と
で
す
が
、
我
が
町
に

と
っ
て
は
恵
み
の
雨
に
終
わ
り
ま
し
た
。
稲
作

情
報
も
平
年
作
は
確
保
と
い
う
予
想
で
実
り
の

秋
も
順
調
な
よ
う
で
す
。

八
月
十
一
日
、
期
待
の
遠
藤
勇
樹
く
ん
の
活

躍
を
テ
レ
ビ
で
観
戦
し
ま
し
た
。
甲
子
園

に
出
場
で
き
た
町
出
身
選
手
は
勇
樹
く
ん

が
初
め
て
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今

年
も
残
念
な
が
ら
秋
田
県
代
表
は
一
回
戦

突
破
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
年
生

な
が
ら
捕
手
で
四
番
の
勇
樹
く
ん
の
活
躍

は
、
三
打
数
二
安
打
と
立
派
な
も
の
で
し

た
。
町
で
は
、
こ
の
機
会
に
是
非
甲
子
園

に
行
っ
て
応
援
し
た
い
と
い
う
人
の
た
め

に
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
ま
し
た
。
夏
休

み
中
の
子
供
た
ち
も
行
け
た
ら
支
援
し
て
や
り

た
い
と
思
っ
た
こ
と
で
し
た
が
、
試
合
日
が
お

盆
に
懸
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
バ
ス
を
貸
し
切

る
ほ
ど
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
金
足
農
高

が
仕
立
て
た
応
援
列
車
に
便
乗
し
て
甲
子
園
応

援
に
行
っ
た
人
達
の
感
想
は
、
や
っ
ぱ
り
た
い

し
た
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
勇
樹
く
ん
に
は

益
々
精
進
を
重
ね
て
来
年
も
是
非
甲
子
園
に
出

場
し
て
も
ら
い
た
い
、
で
き
た
ら
私
も
甲
子
園

に
行
っ
て
見
た
い
と
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。

八
月
十
六
日
、
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
ズ
の
開
会

式
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
秋
田
県
が
主
催
し
て

ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
ズ
が
開
催
さ
れ
る
と
昨
年
あ

た
り
か
ら
新
聞
テ
レ
ビ
な
ど
で
か
な
り
の
宣
伝

を
し
て
い
た
こ
と
で
す
が
、
ど
の
競
技
も
あ
ん

ま
り
な
じ
み
の
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
し
か
も

炎
天
下
の
中
行
列
し
て
ま
で
観
戦
し
た
い
も
の

も
な
く
、
ま
し
て
や
開
会
式
な
ど
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
竹
美
さ
ん
が
開
会
式
で
持
ち
歌
を

唄
う
と
聞
い
て
そ
れ
で
は
そ
の
応
援
を
と
、
開

会
式
に
出
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
の
八
橋

の
競
技
場
が
一
杯
に
な
る
ほ
ど
の
小
学
生
の
ダ

ン
ス
や
、
初
め
て
見
る
県
内
各
地
の
郷
土
芸
能

や
竿
灯
の
演
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
大
変

感
激
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。。

竹
美
さ
ん
も
開
会
式
の
最
初
に
『
ひ
と

つ
歌
』
を
堂
々
と
歌
い
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

感
激
し
ま
し
た
。
竹
美
さ
ん
は
活
躍
の
場

を
県
内
に
止
め
ず
全
国
に
求
め
て
修
行
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
唄
う
彼
女
の
後
ろ
姿

に
改
め
て
も
っ
と
も
っ
と
大
き
く
な
れ
と

思
っ
た
こ
と
で
し
た
。

八
月
十
五
日
に
は
恒
例
の
成
人
式
が
あ

り
ま
し
た
。
出
席
し
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
、

「
人
生
は
有
限
で
は
あ
り
ま
す
が
、
か
な
り
長
い

事
も
確
か
で
あ
り
ま
す
。
二
十
一
世
紀
の
真
ん

中
は
あ
な
た
た
ち
が
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
体
を
鍛
え
精
神
を
健
全
に
し
仲
間
を
大
切

に
し
愛
を
育
て
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
し
た
。
い
つ
も
な
が
ら
、
は
ち
き
れ

そ
う
な
若
さ
の
前
途
を
頼
も
し
く
思
っ
た
こ
と

で
す
。

ま
も
な
く
実
り
の
秋
で
す
。
カ
メ
ム
シ
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
影
響
の
無
い
上
作
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
。



図
書
貸
し
出
し
は
三
週
間
ま
で

図
書
室
の
役
割
と
し
て
ま
ず
本
の

貸
し
出
し
（
資
料
の
提
供
）
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

町
の
図
書
室
（
公
民
館
内
）
は
午

前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で
毎
日
開
い

て
い
ま
す
。
借
り
る
際
に
は
本
に
入

っ
て
い
る
カ
ー
ド
に
自
治
会
名
、
名

前
、
借
り
た
日
を
書
い
て
公
民
館
入

口
の
図
書
カ
ー
ド
入
れ
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

貸
し
出
し
は
三
週
間
以
内
、
ひ
と

り
五
冊
ま
で
で
す
。
最
近
三
週
間
経

過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
未
返
却
の

本
が
増
え
て
い
ま
す
。
図
書
室
の
本

は
皆
さ
ん
の
財
産
で
す
。
心
当
た
り

が
あ
る
方
は
お
早
く
返
却
く
だ
さ
い
。

ど
う
し
て
も
借
り
た
い
本
が
見
つ

か
ら
な
い
場
合
は
、
県
立
図
書
館
と

協
力
し
て
図
書
資
料
無
料
貸
し
出
し

サ
ー
ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
利

用
の
際
に
は
必
要
な
情
報
等
を
公
民

館
図
書
担
当
者
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
希
望
す
る
図
書
資
料
の
有
無

を
確
認
、
貸
し
出
し
手
続
き
を
行
い

ま
す
。

図
書
貸
し
出
し
は
全
て
無
料
で
す

の
で
お
気
軽
に
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
で
情
報
収
集
を

次
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
（
情
報
の
提
供
）
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
と
は
、
簡

単
に
言
え
ば
調
査
・
相
談
の
た
め
の

資
料
紹
介
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
あ
る
テ
ー
マ
を
調
べ
る

際
に
必
要
な
参
考
文
献
を
紹
介
し
た

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

検
索
等
そ
の
役
割
は
多
様
で
す
。

何
か
個
人
学
習
の
際
に
疑
問
が
あ

っ
た
ら
お
気
軽
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
公
民
館
で
対
応
で
き
な
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
県
立
図
書
館
に
照
会

す
る
こ
と
で
、
回
答
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

た
だ
し
、
受
け
ら
れ
な
い
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
も
当
然
存
在
し
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
、
学
習
課
題
の
解
答
、
文

献
の
解
読
、
医
療
相
談
、
将
来
予
測
、

そ
の
他
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相
談
願

い
ま
す
。

図
書
か
ら
始
ま
る
生
涯
学
習

生
涯
を
通
じ
た
学
習
に
よ
っ
て
、

人
生
は
豊
か
に
な
る
は
ず
で
す
。
そ

の
た
め
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
大

い
に
図
書
室
を
利
用
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
公
民
館
図
書

室
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

図
書
関
係
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た

ら
公
民
館
図
書
室
担
当
ま
で
。

（
�
六
九
―
ニ
三
一
一
）

◆
小
　
　
説
◆

▼
ど
す
こ
い
（
仮
）
／
京
極
夏
彦

▼
離
婚
ま
で
／
藤
本
ひ
と
み

▼
月
を
吐
く
／
諸
田
玲
子

▼
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
ア
ズ
カ
バ
ン

の
囚
人
／
Ｊ．

Ｋ．

ロ
ー
リ
ン
グ

◆
エ
ッ
セ
イ
◆

▼
夢
に
向
か
っ
て
／
川
北
由
巳

▼
き
ょ
う
も
い
い
塩
梅
／
内
館
牧
子

▼
ヘ
ン
だ
と
思
っ
て
た
け
ど
や
っ
ぱ

り
ヘ
ン
だ
っ
た
あ
の
ヒ
ト
た
ち
／

山
田
美
保
子

▼
ピ
カ
レ
ス
ク
・
太
宰
治
伝
／
猪
瀬

直
樹

▼
ほ
ぼ
日
刊
イ
ト
イ
新
聞
の
本
／
糸

井
重
里

▼
だ
れ
も
欲
し
が
ら
な
か
っ
た
テ
デ

ィ
ベ
ア
／
ア
ラ
ン
・
ア
ル
バ
ー
グ

▼
学
校
に
行
か
な
け
れ
ば
死
な
ず
に

す
ん
だ
子
ど
も
／
石
坂
啓

◆
コ
ミ
ッ
ク
◆

▼
パ
パ
・
ト
ー
ル
ド
・
ミ
ー
　
25
巻

／
榛
野
な
な
恵

◆
歴
　
　
史
◆

▼
日
本
史
総
合
年
表
／
加
藤
友
康

◆
図
　
　
鑑
◆

▼
動
物
世
界
遺
産
レ
ッ
ド
・
デ
ー

タ
・
ア
ニ
マ
ル
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図
書
室
か
ら

8月 8月 

今
月
も
公
民
館
の
図
書

室
に
新
刊
本
が
入
荷
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
お

い
で
く
だ
さ
い
。

今月の一冊

ピカレスク－太宰
治伝／猪瀬直樹
太宰治の「遺書」の謎に迫
る本格評論ミステリー
太宰治のこれまでのイメ

ージは、人間失格の弱い男
で、生きることに耐えられ
ず、つねに死を追い求めて
いた、というところか。
著者である猪瀬氏は死の

うとする太宰ではなく、生
きようとする太宰を描きき
った。
本書は従来の太宰像から

一歩踏み出した勤勉な一青
年の物語として読みたい。

郷
土
の
資
料

あ
つ
め
て
い
ま
す

秋
田
県
立
図
書
館
で
は
、
現
在
の

秋
田
を
将
来
に
伝
え
る
資
料
と
し
て
、

秋
田
県
内
で
刊
行
さ
れ
た
資
料
を
集

め
て
い
ま
す
。
郷
土
に
関
す
る
資
料

を
刊
行
さ
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
恵

贈
下
さ
い
。

官
公
庁
に
限
ら
ず
個
人
で
発
行
し

た
資
料
も
集
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
・
文
化
関
係
団
体
の

機
関
誌
、
記
念
誌
、
歌
集
、
句
集
、
自
分

史
な
ど
の
自
費
出
版
物
、
ま
た
紙
芝

居
、
カ
ル
タ
な
ど
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
作
っ
た
作
品
を
県
内
の

方
々
に
公
開
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

お
問
い
合
わ
せ
・
送
付
先

秋
田
市
山
王
新
町
一
四
―
三
一

秋
田
県
立
図
書
館
　
資
料
班
　
郷
土

資
料
担
当
　
�
〇
一
八
―
八
六
六
―

八
四
〇
〇

マ
ナ
ビ
ィ
を
ご
存
知
で
す
か
。
こ
れ
は
萬
画
家
で
故
石
ノ
森
章
太
郎

先
生
が
お
描
き
に
な
っ
た
生
涯
学
習
（
活
動
）
の
シ
ン
ボ
ル
的
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
す
。

学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
い
つ
で
も
誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
す
が
、
日
々

の
積
み
重
ね
が
重
要
で
あ
る
地
道
な
作
業
で
あ
り
、
疑
問
点
を
自
分
で

調
べ
る
に
も
限
界
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
公
民
館
図
書
室
の
利
用
法
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

生涯学習のマスコット
“マナビィ”

▲図書室は情報の宝庫
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行
事
ニ
ュ
ー
ス

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
体
験

〜
Ｉ
Ｔ
講
習
追
加
募
集

第
二
期
Ｉ
Ｔ
講
習
が
公
民
館
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
十
月
分
﹇
十

日
（
水
）、
十
一
日
（
木
）、
十
六
日

（
火
）、
十
七
日
（
水
）]

十
一
月
分

﹇
十
四
日
（
水
）、
十
五
日
（
木
）、
二

十
一
日
（
水
）、
二
十
二
日
（
木
）﹈

の
二
回
分
（
い
ず
れ
も
夜
間
）
に
若

干
余
裕
が
あ
り
ま
す
。（
講
習
料
無
料
）

今
回
募
集
の
第
二
期
で
Ｉ
Ｔ
講
習
は

全
て
終
了
予
定
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
初

心
者
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
新
し
い
自
分

の
可
能
性
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み
は
公
民
館
Ｉ
Ｔ
担
当
ま

で
（
�
六
九
―
ニ
三
一
一
）

文
字
情
報

八
月
二
十
六
日
（
日
）
町
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
第
八
回
町
民
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
行
な
わ
れ
、
参
加
四
十

七
チ
ー
ム
が
、
曇
空
の
下
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

年
に
一
度
の
こ
の
大
会
。
ど
の

チ
ー
ム
も
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を

重
ね
て
き
た
だ
け
に
試
合
で
は
選
手

た
ち
の
活
気
あ
ふ
れ
る
プ
レ
イ
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
の
結
果
は

次
の
通
り
。

優
　
勝
▼
蔵
Ｂ
　

準
優
勝
▼
蔵
新
田
Ａ

三
　
位
▼
下
通
Ｃ

▲優勝に輝いた蔵Ｂ

蔵
Ｂ
、
蔵
新
田
Ａ
、
下
通
Ｃ
が
ベ
ス
ト
3

〜
町
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

八
月
三
日
（
金
）、
六
日
（
月
）

の
二
日
間
、
町
民
プ
ー
ル
で
水
泳
教

室
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

秋
田
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
か

ら
講
師
を
迎
え
、
三
日
に
小
学
生
、

六
日
に
保
育
園
児
、
小
学
生
ら
、
の

べ
七
十
人
が
水
に
親
し
み
ま
し
た
。

園
児
に
は
水
に
対
す
る
怖
さ
を
な

く
す
こ
と
を
中
心
に
、
楽
し
く
水

に
親
し
む
指
導
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。町

民
プ
ー
ル
に
は
子
ど
も
た
ち

の
歓
声
が
終
始
響
い
て
い
ま
し
た
。

▲子供たちに好評だった水泳教室

楽
し
く
水
に
親
し
む

〜
町
民
プ
ー
ル
水
泳
教
室

八
月
十
九
日
（
日
）
八
塩
い
こ

い
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
町
内
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
員
間
の
交
流
大
会
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
体
験
す
る
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
。
団
員
た
ち
は
夏
の
ひ
と
と
き
を

十
分
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

当
日
結
果
は
次
の
と
お
り

①
佐
藤
寿
幸
　
②
阿
部
貴
成
　
③

木
島
大
地
　
④
阿
部
武
雅
　
⑤
小

野
雄
平
　
⑥
阿
部
昌
之
　
⑦
村
上

皇
　
⑧
佐
々
木
健
太
　
⑨
佐
々
木

亜
美
　
⑩
佐
藤
大
地
　
（
敬
称
略
）

▲パークゴルフに興じるスポ少団員

初
め
て
の
競
技
に
親
し
む

〜
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会

八
月
十
五
日
（
水
）
〜
十
八
日

（
土
）
勤
労
者
野
球
場
、
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
第
四
十
三
回
東
由
利
町
社

会
人
野
球
大
会
が
行
な
わ
れ
、
参
加

チ
ー
ム
は
い
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

最
終
日
、
ナ
イ
タ
ー
で
の
決
勝

戦
で
は
ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

宿
が
対
戦
、
激
戦
の
末
ポ
パ
イ
が
五

年
連
続
七
度
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。個

人
賞
と
し
て
最
高
殊
勲
選
手

賞
に
佐
藤
光
典
選
手
（
ポ
パ
イ
）、

優
秀
選
手
賞
に
佐
藤
新
選
手
（
宿
）

敢
闘
選
手
賞
に
真
坂
正
選
手
（
シ
リ

ュ
ウ
ス
）、
佐
野
真
一
選
手
（
玉
新

ラ
イ
ン
ズ
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。

▲優勝を飾ったポパイスポーツクラブ

ポ
パ
イ
七
度
目
の
優
勝

〜
第
43
回
社
会
人
野
球
大
会

ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

秋
田
ル
ビ
コ
ン 

野
球
狂 

シ
リ
ュ
ウ
ス 

モ
ン
ス
タ
ー
ズ 

パ
ワ
ー
ズ 

ジ
パ
ン
グ 

玉
新
ラ
イ
ン
ズ 

法
内
フ
ラ
ワ
ー
ズ 

高
瀬 

蔵
パ
イ
レ
ー
ツ 

本
生
36
歳 

袖
山
オ
リ
オ
ー
ル
ズ 

役
場
タ
キ
オ
ン 

宿 

13 1 7 11 1 8 8 9 13 2 2 8 10 6

10 1 6 7 3 5 0 7

8 1 0 5

1 3

優勝　ポパイスポーツクラブ 

☆公民館だよりに対するお問い合わせは�69－2311へ
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さよなら大琴小学校シリーズ④

『『『『懐懐懐懐かかかかししししくくくくてててて大大大大笑笑笑笑いいいい』』』』

八
月
十
六
日
、
大
琴
小
学
校
で
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
思
い
出
た
か
ら
箱
事
業
」
の

一
環
と
し
て
夏
休
み
中
に
行
わ
れ
た

こ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
在
校
生
と

先
生
、
埋
め
た
当
時
の
児
童
と
先
生
、

保
護
者
な
ど
、
約
百
四
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

当
日
は
受
付
の
後
、
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
体
育
館
脇

に
集
ま
り
開
会
行
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
暑
い
夏
の
日
差
し
を

受
け
汗
を
か
き
な
が
ら
実
行
委
員
長

（
畑
山
作
喜
氏
）
と
、
当
時
の
校
長
先

生
（
佐
々
木
勝
敏
氏
）
の
あ
い
さ
つ

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

開
会
行
事
が
終
わ
る
と
、
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
が
い
よ
い
よ
地
上
に
出
て

き
ま
す
。
当
時
の
児
童
達
か
ら
各
学

年
一
人
ず
つ
代
表
が
前
に
出
て
、
あ

ら
か
じ
め
表
土
を
取
り
除
き
白
い
顔

を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
カ
プ
セ
ル
を
、

力
を
合
わ
せ
て
掘
り
出
し
、
体
育
館

へ
と
運
び
入
れ
ま
し
た
。

体
育
館
で
は
開
封
台
の
上
に
カ
プ

セ
ル
が
置
か
れ
、
埋
設
当
時
の
実
行

委
員
長（
梅
津
嘉
一
郎
氏
）が
あ
い
さ

つ
を
す
る
と
カ
プ
セ
ル
開
封
。
期
待

と
緊
張
の
瞬
間
に
、
集
ま
っ
た
人
た

ち
は
、
今
か
今
か
と
身
を
乗
り
出
し

て
開
封
作
業
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

カ
プ
セ
ル
の
ネ
ジ
が
す
べ
て
外
さ
れ

ふ
た
が
開
く
と
、
会
場
に
は
大
き
な

拍
手
。
そ
れ
ぞ
れ
の
昔
の
学
年
が
輪

に
な
り
、
自
分
た
ち
が
埋
め
た
絵
画

や
作
文
、
学
級
日
誌
な
ど
を
手
に
取

る
と
、
ひ
と
き
わ
会
話
も
は
ず
み
、

笑
い
声
が
会
場
に
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

ひ
と
と
お
り
自
分
た
ち
の
思
い
出

の
品
を
確
か
め
、
思
い
出
話
で
盛
り

上
が
っ
た
あ
と
、
各
学
年
か
ら
一
人

ず
つ
の
代
表
が
み
ん
な
の
前
で
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
当
時
と

現
在
の
児
童
が
一
緒
に
な
り
、
各
学

年
ご
と
に
記
念
撮
影
を
し
、
新
し
い

思
い
出
を
つ
づ
っ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
開
封
セ
レ
モ
ニ
ー
が
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

当時2年生のみんな。同級生は25人、学校でいち
ばん人数の多いクラスでした。友達を描いた絵、
朗読のカセットテープ、植物の観察カードなどた
くさんの思い出が詰まっていました。

当時3年生のみんな。学級日
記には、けんかをして仲直り
したことなども書かれていま
した。今日はみんなと再会で
きたことが一番うれしいと話
していました。

斉藤美幸さんは当時6年生。
自分の作文を読み返して
「今の自分はそのまま大き
くなったみたい」と話して
いました。

当時1年生だった畑山淳
子さん。プールに放り込
まれたクラスの男の子が
「母さんに言ってやる」
と叫んでいたことが思い
出だとか。等身大の昔の
自分とツー・ショットで
Ｖサイン。

地上に顔を出した白く大
きなタイムカプセル。
13年間みんなの思い出
をしっかり守ってくれま
した。（上）開封した瞬
間。中身はあの日のまま。
（右）

タイムカプセル開封セレモニー

何が出てくるのか、待
っている在校生もドキ
ドキ。
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介護保険では、医療費と同じように利用者の負担が重くならない
ように、高額になったとき保険から支給される制度があると聞きま
したが、どのような制度なのでしょうか。

要介護・要支援認定を受けた方が同じ月内に受けた居宅サービスまたは施設サービス（食費
の提供を除く）に係る費用の総額が一定額を超えた分について、高額介護サービス費として支
給されます。支給対象者は、申請月の初日における世帯の課税状況によって別表のように区分
されます。

申請手続きは・・・
「介護保険高額介護（居宅支援）サービス費支給申請

書」に領収書を添付して役場町民福祉課福祉係（８番窓
口）に申請します。
高額介護サービス費の支給対象になると思われる方に

は、あらかじめお知らせと申請書を郵送しています。

Q.

A.

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2117

一口メモ
世帯に二人以上の介護保険サービ

スを利用される方がいる場合は、自
己負担額が合算されて高額介護サー
ビス費が支給されます。また短期入
所振替利用の自己負担分も該当しま
す。

生活保護を受けている方、老齢福祉年金を受給している方で 
市町村民税非課税世帯（すべての世帯員が非課税） 

市町村民税非課税世帯（すべての世帯員が非課税） 

市町村民税課税世帯 

適　　　用　　　条　　　件 自己負担上限額（月額） 

３７,２００円 

２４,６００円 

１５,０００円 

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
�

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
大
人
へ

の
仲
間
入
り
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
二
十
歳
に
な
る
と
い
ろ
い

ろ
な
権
利
を
手
に
し
ま
す
が
、
み

な
さ
ん
が
「
国
民
年
金
」
と
い
う

制
度
に
加
入
す
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
す
か
？

国
民
年
金
は
、
老
後
を
迎
え
た

と
き
や
病
気
・
ケ
ガ
な
ど
で
収
入

が
途
絶
え
た
と
き
な
ど
に
、
誰
も

が
安
定
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
社
会
全
体
で
支
え
合
う
制
度
。

み
ん
な
が
納
め
る
保
険
料
と
国
か

ら
の
補
助
金
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
社
会
を
支
え
る
大
人
の
一
員

と
し
て
、
果
た
す
べ
き
責
任
と
ル

ー
ル
は
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ

う
。

◇
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
学
生
で

も
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
二
十
歳
前

に
就
職
し
て
、
職
場
の
年
金
制
度

（
厚
生
年
金
保
険
ま
た
は
共
済
組

合
）
の
加
入
者
に
な
っ
た
人
は
、

第
二
号
被
保
険
者
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
手
続
き
は
不
要
で
す
。

学
生
の
人
に
は

「
学
生
納
付
特
例
」
�

学
生
で
収
入
が
な
い
と
い
う
方

に
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
届
出
（
申
請
）

を
し
て
承
認
を
さ
れ
れ
ば
、
在
学

期
間
中
の
保
険
料
が
後
払
い
で
き

る
仕
組
み
で
す
。

通
常
、
未
納
の
ま
ま
の
期
間
は

二
年
を
過
ぎ
る
と
納
付
で
き
な
く

な
り
ま
す
が
、
こ
の
届
け
出
を
す

る
と
、
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
納
付

で
き
ま
す
。
届
出
は
毎
年
度
必
要

で
す
。

問
い
合
わ
せ

町
民
福
祉
課
町
民
係

�
６
９
―
２
１
１
７

年
金
だ
よ
り
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8／14　 
岩館大いちょうまつり岩館大いちょうまつり 

8／14　 
玉米地区盆踊り玉米地区盆踊り 

8／14　 
岩館大いちょうまつり 

8／14　 
玉米地区盆踊り 

7／27 
みどりまつりみどりまつり 
7／27 
みどりまつり 

（写真：みどり保育園） 

（写真：小野智さん） 

8／14　 
住吉地区盆踊り住吉地区盆踊り 
8／14　 
住吉地区盆踊り 

（写真：高橋和幸さん） 

8／15　 
袖山地区盆踊り 

8／19　 
鹿島神社祭典 

8／14　 
法内地区盆踊り 

8／13　 
新田子供花火大会新田子供花火大会 

8／13　 
新田子供花火大会 

8／14　 
老方夏まつり 

8／14　 
大蔵夏まつり 

8／14　 
大琴夏まつり 

8／19　 
鹿島神社祭典（舘合） 



11 広報ひがしゆり　13.9.1

8／14　 
岩館大いちょうまつり 

8／14　 
玉米地区盆踊り 

7／27 
みどりまつり 

8／14　 
住吉地区盆踊り 

8／15　 
袖山地区盆踊り袖山地区盆踊り 
8／15　 
袖山地区盆踊り 

8／19　 
鹿島神社祭典鹿島神社祭典 

8／14　 
法内地区盆踊り法内地区盆踊り 
8／14　 
法内地区盆踊り 

8／13　 
新田子供花火大会 

8／14　 
老方夏まつり老方夏まつり 
8／14　 
老方夏まつり 

8／14　 
大蔵夏まつり大蔵夏まつり 
8／14　 
大蔵夏まつり 

8／14　 
大琴夏まつり大琴夏まつり 
8／14　 
大琴夏まつり 

8／19　 
鹿島神社祭典（舘合）鹿島神社祭典（舘合） 
8／19　 
鹿島神社祭典（舘合） 
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東
由
利
中
学
校
の
二
年
生
が
夏
休
み
期
間

中
、
町
内
で
職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
中
学
校
が
進
路
学
習
の
一
環
と
し

て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
。
生
徒
た
ち
は
商
店

や
工
場
な
ど
町
内
各
事
業
所
の
う
ち
自
分
の
希

望
す
る
職
場
を
体
験
し
ま
し
た
。

今
回
の
職
場
体
験
は
、
生
徒
た
ち
が
直
接
訪

問
先
と
連
絡
を
取
り
、
訪
問
期
間
や
日
程
を
打

ち
合
わ
せ
る
な
ど
自
主
的
に
活
動
。
そ
れ
ぞ
れ

熱
心
に
仕
事
内
容
の
説
明
を
聞
い
た
り
作
業
に

取
り
組
み
、
働
く
喜
び
と
厳
し
さ
を
実
感
し
て

い
ま
し
た
。

▲真剣な表情で説明を聞く生徒たち

働
く
喜
び
と
厳
し
さ
を
実
感

東
由
利
中
学
校
職
場
体
験
学
習

親
子
で
高
瀬
川
の
水
に
親
し
も
う

と
毎
年
開
か
れ
て
い
る
「
親
子
ワ
ク

ワ
ク
釣
り
教
室
」
が
八
月
十
四
日
、

湯
楽
里
脇
の
水
路
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
お
盆
に
里
帰
り
し
た
親

子
な
ど
約
八
十
人
で
、
放
流
さ
れ
た

ヤ
マ
メ
や
イ
ワ
ナ
を
釣
っ
て
楽
し
み

ま
し
た
。

ま
た
、
魚
の
つ
か
み
捕
り
も
行
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、
服
が
ぬ
れ
る

の
も
か
ま
わ
ず
に
魚
を
追
い
か
け
て

い
ま
し
た
。

▲夢中になって魚を捕まえる子どもたち

魚
の
つ
か
み
捕
り
に
歓
声親

子
ワ
ク
ワ
ク
つ
り
教
室

名前の由来は？
「誰にでも思いやりの気持ちを持てる子になって欲しいと
思い『仁』とつけました。」
最近のエピソードは？
「やっと一人で立っちができるようになりました。いろん
なことに興味があって、お母さんに怒られてもくじけず
にいたずらをしています。」
家族では誰が好き？
「主にお母さんですが、最近ではお父さんが仕事に行くと、
寂しくて後を追いかけながら泣いています。」
本人の性格は？
「とても優しい子です。ご飯のときお父さんやお母さんに
『アーン』して食べさせてくれたり、自分より小さい子や
家で飼っているネコの頭をなでてあげたりします。」
お父さんとお母さんから仁くんへひとこと
「人に思いやりの気持ちを持ったり、優しく接したりする
ことは簡単なようで難しいことだけど、自然にそれがで
きるような人になって欲しいと思います。」

小坂　　仁小坂　　仁 くんくん 
　　（新町・１歳）　　（新町・１歳） 
お父さん：政広さんお父さん：政広さん 
お母さん：愛香さんお母さん：愛香さん 
お話し：愛香さんお話し：愛香さん 
 
 

じんじん 

小坂　　仁 くん 
　　（新町・１歳） 
お父さん：政広さん 
お母さん：愛香さん 
お話し：愛香さん 
 

じん 

よりよき生活習慣で病気を予防する 
Vol
.15

「
豆
腐
と
野
菜
の
キ
ム
チ
炒
め
」（
４
人
前
）

《
材
料
》
（
大
･
･
･
大
さ
じ
、
小
･
･
･
小
さ
じ
）

豆
腐
（
絹
ご
し
）
２
４
０
ｇ
、
ピ
ー
マ
ン
６
０
ｇ
、
生
し
い
た
け
４
０
ｇ
、

た
ま
ね
ぎ
１
２
０
ｇ
、
サ
ラ
ダ
油
小
２
、
キ
ム
チ
の
素
４
ｇ
、
塩

小
１
／
６
、
こ
し
ょ
う
少
々
、
か
ま
ぼ
こ
４
０
ｇ

《
作
り
方
》

①
鍋
に
油
を
入
れ
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
っ
た
ピ
ー
マ
ン
・
し
い
た

け
・
た
ま
ね
ぎ
を
炒
め
る
。

②
①
に
か
ま
ぼ
こ
を
入
れ
、
塩
、
こ
し
ょ

う
、
キ
ム
チ
の
素
で
味
つ
け
を
す
る
。

③
②
に
豆
腐
を
入
れ
温
め
る
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

野
菜
は
細
か
く
し
な
い
で
少
々
大
き
め

に
切
り
、
炒
め
す
ぎ
な
い
こ
と
が
コ
ツ
で

す
。
歯
ご
た
え
を
楽
し
み
な
が
ら
よ
く
噛

ん
で
食
べ
る
と
肥
満
予
防
に
も
な
り
ま

す
。

（
高
橋
保
健
婦
）
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二
十
一
世
紀
最
初
の
新
成
人
と
し
て
、
こ
の
日
を
た
く

さ
ん
の
友
人
達
と
迎
え
る
事
が
で
き
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

私
達
が
生
ま
れ
育
っ
た
東
由
利
町
も
、
随
分
と
発
展
し
、

町
を
離
れ
て
生
活
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
そ
の
変
化
に

大
変
驚
か
さ
れ
ま
す
。
発
展
し
つ
つ
も
豊
か
な
自
然
が
守

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
私
は
盛
岡
市
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
自
然
に
触

れ
る
機
会
の
少
な
い
生
活
を
し
て
い
る
た
め
、
東
由
利
に

帰
っ
て
き
た
時
は
、
緑
の
豊
か
さ
に
安
心
感
や
安
ら
ぎ
を

抱
き
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
こ
こ
に
住
む
人
々
の
心

の
温
か
さ
に
、
和
ま
さ
れ
、
離
れ
て
こ
そ
分
か
る
故
郷
の

あ
り
が
た
さ
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
さ
ら
な
る
町
の
活
性
化
や
発
展
を
期
待

す
る
一
方
、
新
世
紀
を
迎
え
た
今
、
自
分
自
身
に
つ
い
て

も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
近
、
若
年
層

の
間
で
敬
語
を
使
え
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

話
題
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
私
も
仕
事
上
、
敬
語
で
話
す

事
が
多
い
の
で
す
が
、
な
か
な
か
上
手
に
使
い
こ
な
す
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
社
会
で
す
ご
し

て
い
く
上
で
は
、
し
っ
か
り
と
敬
語
を
使
う
事
が
で
き
る

よ
う
、
常
に
意
識
を
持
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
成
人
式
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
十
代
の
頃
と

は
違
い
、
自
分
の
言
葉
使
い
や
行
動
に
「
責
任
」
と
い
う

文
字
が
つ
い
て
ま
わ
る
の
だ
と
い
う
事
も
認
識
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
選
挙
権
の
行
使
や
、
物
品
を
購
入
す
る

契
約
な
ど
が
主
に
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
他
人
の
意
見
に
左

右
さ
れ
る
事
な
く
、
自
分
の
意
志
で
物
事
を
判
断
し
て
い

く
必
要
に
せ
ま
ら
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
社
会
が
私
を

評
価
し
、
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
責
任
あ
る
行
動
を
果
た
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
に
い
る
皆
さ
ん
は
、
社
会
で
働
い
て
い
る
人
、
学

生
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
、
様
々
な
形
で
日
々
過
ご
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
今
、
私
は
、
ま
だ
修
行
中
で
す
が
、

美
容
師
の
「
た
ま
ご
」
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
こ
の
仕

事
は
、
以
前
マ
ス
コ
ミ
で
騒
が
れ
て
い
た
様
な
華
や
か
な

面
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
地
道
な
努
力
の
上
で
成
り
立
つ

職
業
で
す
。
厳
し
さ
を
感
じ
る
面
も
、
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま

す
が
、
お
客
様
一
人
一
人
に
違
う
個
性
を
演
出
さ
せ
る
た

め
、
常
に
挑
戦
で
き
、
そ
し
て
、
常
に
学
べ
る
仕
事
で
も

あ
り
ま
す
。
自
分
を
刺
激
し
成
長
し
て
行
く
に
は
、
恵
ま

れ
て
い
る
環
境
の
中
で
、
前
に
進
む
姿
勢
を
忘
れ
ず
、
自

信
を
も
っ
て
日
々
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
し
、
皆
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
自

分
自
身
が
向
上
し
て
い
け
る
様
、
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
、
本
日
は
私
達
の
た
め
に
成
人
式
を
開
催
し
て

い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
周
り
の
方
々
か
ら
「
祝
福
さ
れ
て
い
る
」
と
い

う
事
を
忘
れ
ず
、
両
親
に
、
友
人
達
に
、
そ
し
て
、
生
ま

れ
育
っ
た
東
由
利
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
生
き
て

行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

本
日
、
私
は
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
東
由
利
町
で
、
た
く

さ
ん
の
友
人
と
共
に
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
は
、
こ

う
し
て
成
人
を
祝
え
る
こ
と
を
家
族
、
友
人
、
た
く
さ
ん

の
方
々
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

成
人
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
す
る
べ
き
事
は
、
一
人
一
人

が
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
皆
同
じ
様
に
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、「
責
任
感
」
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
成
人
と
し
て
認
め
ら
れ
た
今
、
こ
れ
か
ら
は
、

何
を
す
る
に
し
て
も
、
自
分
自
身
で
責
任
を
持
ち
、
最
後

ま
で
や
り
と
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
成
人
と
な
る
前
に
も
感
じ
て
い
た
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
よ
り
大
き
い
責
任
を
背
負
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
こ
れ
か
ら
、
一
人
前
の
人
間
に
な
る
た
め
に
、
一

歩
一
歩
歩
き
出
し
、
責
任
感
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
思
い

や
り
の
心
を
持
ち
、
積
極
的
な
姿
勢
で
日
々
生
活
を
し
、

誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
る
人
間
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。私

達
が
成
長
し
て
い
る
間
に
も
、
こ
の
東
由
利
町
も

日
々
成
長
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
変
化
と
し
て
、「
八
塩
い

こ
い
の
森
」
に
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
本
格
的
な
十
八
ホ
ー
ル
を
楽
し
め
る
と
あ
っ
て
、

こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
な
プ
レ
イ
ス
ポ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
事
務
の
効
率
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
指
し
、「
新
し
い
役
場
庁
舎
」
の
建
設
が
間
も
な

く
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
建
物
内
部
は
、
一
階
に
ほ

と
ん
ど
の
部
署
が
入
り
、
二
階
に
は
、
議
会
事
務
局
と
教

育
委
員
会
が
入
る
そ
う
で
す
。
出
入
口
に
は
、
自
動
ド
ア

や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

意
識
し
た
構
造
で
、
冷
暖
房
な
ど
を
取
り
入
れ
る
予
定
だ

そ
う
で
す
。
特
に
、「
高
齢
化
社
会
」
か
ら
「
高
齢
社
会
」

へ
と
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考
え

た
建
物
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
こ
の
誰

で
も
出
入
り
し
や
す
い
構
造
を
考
慮
し
た
、「
新
し
い
役
場

庁
舎
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
東
由
利
町
の
発
展
に
、
多
大
な

影
響
を
与
え
る
も
の
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
私
達
と
同
様
、
東
由
利
町
も
日
々
成
長

し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
か
ら
、
町
の
さ
ら
な

る
発
展
に
期
待
が
持
て
る
と
共
に
、
将
来
が
楽
し
み
に
な

っ
て
き
ま
す
。

町
が
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
行
こ
う
と
す
る
今
、
私
達

も
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
自
分
の
為
、
町
の
為
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
の
為
、
今
現
在
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
の

為
に
、
こ
れ
か
ら
、
自
分
が
出
来
る
こ
と
、
す
る
べ
き
こ

と
を
考
え
、
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
胸
に
、
自
信
を
も
っ

て
こ
の
日
を
新
た
な
人
生
の
ス
タ
ー
ト
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
を
生
き
る
者
と
し
て

成

人

式

を

迎

え

て

成人式意見発表

蔵
新
田

阿
部
　
　
泉
さ
ん
（
21
）

五
海
保

嶽
石
　
文
悟
さ
ん
（
20
）
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おとなり情報
～本荘由利の催物などを紹介します～

本荘市から

第49回 子吉川はぜ釣り大会
�と　き…9月24日(月) 6：30
�ところ…子吉川ＪＲ鉄橋付近～河口
�参加料…無料
�申込締切…9月13日

本荘市商工観光課　�２４－３３２１

秋田経済法科大学 移動教室
�と　き…9月8日(土)、9日(日)

8日13：00 9日10：00
�ところ…本荘由利広域交流センター
�内　容…「現代社会が抱える諸問題」をメインテーマ

に経法大の講義を本荘で行う。受講料無料。
�申込締切…9月5日

本荘市教育委員会社会教育課　�２８－５５５０

仁賀保町から

科学教室「親子で体験～『蒸気の不思議』」
�と　き…9月15日(土) ①10：00 ②18：00
�ところ…フェライト子ども科学館
�内　容…◇一瞬のうちに空き缶をつぶしてしまう蒸気の

パワーを実験◇小学3年生～中学2年生対象（親
子で参加）◇各回親子12組まで◇参加費無料

�入館料…大人500円、子ども300円
フェライト子ども科学館　�３２－３１５０

おもしろくらしっく～親子で楽しくコンサート～
�と　き…9月15日(土)   開場17：30 開演18：00
�ところ…勤労青少年ホーム
�内　容…斎藤雅弘（ピアノ）と秋山君彦（フルート他）

によるコンサート
�入場料…一般1,500円、高校生以下500円、一般ペア2,000円

仁賀保町勤労青少年ホーム　�３５－４７１１

金浦町から

金浦町文化講演会
�と　き…9月24日(月)   開場13：00 開演14：00
�ところ…金浦町勤労者体育センター
�内　容…演題「生きるよろこび」 講師／瀬戸内寂聴
�入場料…1,000円　

金浦町公民館　�３８－２０４９

2001南極フェア
�と　き…9月15日(土) 13：00
�ところ…金浦町南極広場（白瀬南極探検隊記念館前）
�内　容…フリーマッケット、コンサート「伊藤サチコ・

エスカーゴ」、花火など
白瀬南極記念館 �３８－３７６５

矢島町から

八朔まつり
�と　き…9月8日(土)、9日(日)

8日　18：30～21：30 9日　9：30～16：30
�ところ…矢島町町内（駅前周辺）
�内　容…神楽太鼓、御輿のお下り、太鼓の供宴会(8日)

◇山車の巡回(9日)
矢島町企画商工観光課　�５５－４９５２

岩城町から

岩城ふれあい港まつり
�と　き…9月1日(土)   11：00
�ところ…道の駅　岩城
�内　容…ロブスター鍋やケベック州特産品の販売、夕日

コンサート（山本潤子、鈴木康博）、ＦＭ昼サ
イドアベニューによる公開録音など
岩城町振興課　�７３－２０１４

由利町から

由利高原コスモスまつり
�と　き…9月17日(日)    9：30～14：00
�ところ…南由利原高原青少年旅行村
�内　容…物産直売会、ゲートボール大会、ＴＤＫ軽音楽

クラブによる演奏など
由利町企画商工課　�５３－２１１５

西目町から

デューク・エイセス＆しゅうさえこ
～マジックサンドイッチ～

�と　き…9月21日(金) 開場18：00 開演19：00
�ところ…西目町町民センター「シーガル」
�入場料…前売券　一般2,000円　高校生以下1,000円◇当

日券は300円増(前売り券が完売の場合、当日券
はありません)
西目町公民館　�３３－２３１５

大内町から

第5回 秋田馬子唄全国大会
�と　き…9月8日(土)   9：00
�ところ…大内町農村環境改善センター
�入場料…500円

大会実行委員会事務局　�６５－２２１０

国から

陸上自衛隊秋田駐屯地創立49周年記念行事
「自衛隊フェア」

�と　き…9月16日(日)  8：00～15：00
�ところ…陸上自衛隊秋田駐屯地
�内　容…観閲式、音楽隊演奏、訓練展示、祝賀会食の他、

試乗コーナー、装備品展示、ふれあいコンサー
トなど楽しいイベントもあります。

秋田駐屯地広報室　�０１８－８４５－０１２５
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むし歯のなかった子

には　　マークがつ

いています

～1歳6ヶ月児健診より～

佐藤　紗
さ

弥
や

ちゃん
下小屋（直人さん）

小野由
ゆ

香
か

理
り

ちゃん
新町（忠夫さん）

小松　知生
ちふゆ

くん
宇戸坂（淳さん）

小野　政利
まさとし

くん
袖山（政志さん）

長谷山新
しん

也
や

くん
地下沢（新一さん）

佐々木九
つ

十
く

九
も

くん
大琴（雅史さん）

畠山　未
み

咲
さ

子
こ

ちゃん
中通（知也さん）

小野　怜
りょう

太
た

くん
横渡（幸弘さん）

遠藤　瑞
みず

季
き

ちゃん
新田（克幸さん）

齋藤　優
ゆう

来
き

くん
石高（俊和さん）

齋藤　百
もも

花
か

ちゃん
新町（一さん）

遠藤　龍介
りゅうすけ

くん
五海保（優さん）

安倍　　晶
しょう

くん
家ノ下（正さん）

畠山　祐
ゆ

奈
な

ちゃん
下通（英吉さん）

横山　颯
そう

大
た

くん
新町（一也さん）

三浦ひなこちゃん
田代（雅弘さん）

佐藤　風
ふう

香
か

ちゃん
松柴（義宏さん）

シルバー人材センターではお仕事

のご依頼をお待ちしております。
簡単な大工、

農作業の手伝い、

除草、清掃など

高齢者向きの仕

事であればお気

軽にご相談くだ

さい。

問い合わせ
東由利町シルバー人材センター

�６９－３００８

子吉川フェアの「標語

の部」で上位入賞した作

品をご紹介します。

（敬称略）

川
は
い
き
て
い
る

人
も
い
き
て
い
る

川
と
人
は
い
っ
し
ょ
で
す

佐
　
藤
　
大
　
河
（
八
塩
小
・
５
年
）

子
吉
川

き
れ
い
に
な
が
れ
る

い
し
こ
ろ
り
ん

木
　
島
　
雅
　
晴
（
大
琴
小
・
１
年
）

【
優
秀
賞
】
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

草
む
し
る
日
陰
回
り
の
昼
さ
が
り
　
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

鑿
研
ぎ
の
差
し
水
乾
く
大
暑
か
な
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

一
燈
に
山
の
白
蛾
の
は
な
や
ぐ
も
　
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

星
合
の
折
し
も
雨
で
あ
り
に
け
り
　
　
　
　
下
小
路
　
小
　
松
　
メ
　
サ

凌
霄
の
本
家
分
家
を
頒
ち
を
り
　
　
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

布
袋
腹
に
波
を
打
た
せ
て
な
す
び
食
う
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

合
歓
開
く
神
の
木
馬
は
耳
立
て
て
　
　
　
　
家
ノ
下
　
小
　
松
　
正
　
昭

朝
蝉
や
鎌
と
ぐ
匂
い
に
力
湧
く
　
　
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

牛
飼
ひ
や
め
心
隙
な
る
庭
涼
み
　
　
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

葛
の
花
か
す
か
に
読
め
る
番
所
趾
　
　
　
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

花
火
消
ゆ
逝
き
し
人
恋
ふ
星
の
空
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

怠
け
ぐ
せ
搏
ち
て
雷
鼓
の
北
に
去
る
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

驟
雨
来
ぬ
た
ち
ま
ち
隠
る
カ
ル
デ
ラ
湖
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

蕗
取
り
の
去
り
て
山
風
も
ど
り
け
り
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

花
は
す
を
活
け
て
迎
え
る
お
盆
か
な
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

窯
出
し
の
貫ヒ

入ビ

の
音
聞
く
か
ち
氷
　
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

く
ろ
ぐ
ろ
と
育
つ
末
子
の
裸
か
な
　
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

五
一

文

王

む
か
し
む
か
し
、
た
て
め
え

．
．
．
．

（
舘

前
）
の
地じ

蔵
様
の
お
祭
り
で
は
、
草

ず
も
う
を
始
め
と
し
、
芝
居
や
踊
り

コ
の
舞
台
な
ど
も
か
か
り
、
大
変
な

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
道
傍
に
は
、
物
売
り
の
出で

店
や
大
道
芸
ま
で
出
て
、
そ
れ
は
そ

れ
は
人
の
波
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
の

で
し
た
。

そ
の
中
に
、
文
王
と
い
う
手て

妻
使

い
（
手
品
師
）
が
お
り
ま
し
た
。
文

王
は
祭
典
に
な
る
と
毎
年
ひ
ょ
っ
こ

り
現
れ
て
芸
を
見
せ
る
の
で
す
が
、

見
物
客
は
ど
う
せ
い
つ
も
の
芸
な
の

だ
ろ
う
と
あ
ま
り
集
ま
っ
て
き
ま
せ

ん
。
お
昼
近
く
に
な
っ
て
も
一
文
も

ざ
る
の
中
に
は
銭
が
入
っ
て
こ
な
い

の
で
し
た
。

隣
で
は
梨
売う

り
の
親
方
が
手
拍
子

を
と
り
な
が
ら
「
サ
ア
サ
ア
買
っ
た

買
っ
た
。
う
ま
い
梨
、
お
い
し
さ
日

本
一
、
大
安
売
り
だ
よ
お
」
と
景
気

の
良
い
声
を
は
り
あ
げ
、
お
客
を
呼

ん
で
い
ま
す
。

七
月
二
十
四
日
の
お
祭
り
日
は
毎

年
暑
い
真
夏
日
で
、
の
ど
の
渇
い
た

文
王
は
梨
が
食
べ
た
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
一
文
も
銭
が
な
い
の
で
、

「
梨
屋
さ
ん
や
、
あ
ん
ま
り
の
ど
が

渇
く
の
で
ど
う
か
梨
一
つ
恵
ん
で
く

だ
さ
ら
ん
か
の
お
」
と
よ
た
よ
た
し

た
風
采
で
梨
売
り
の
親
方
に
頼
み
ま

し
た
。

す
る
と
親
方
は
「
こ
じ
き

．
．
．

み
た
い

な
手
妻
使
い
に
く
れ
て
や
る
梨
な
ど

一
つ
も
な
い
。
こ
き
た
ね
ち
け

．
．
．
．
．
．

し
て

（
よ
ご
れ
た
身
な
り
を
し
て
）
そ
ば
．
．

さ
け
ず
が
る
な

．
．
．
．
．
．

っ
（
側
に
来
る
な
）」

と
梨
の
つ
ぶ
て
ど
こ
ろ
か
、
食
べ
残

し
た
種
の
つ
い
た
梨
の
芯
を
文
王
に

投
げ
つ
け
ま
し
た
。

文
王
は
、
そ
の
梨
の
芯
を
拾
い
、

道
傍
に
手
で
掘
っ
た
穴
に
埋
め
ま
し

た
。
そ
し
て
、
手
妻
で
使
う
扇
を
取

り
だ
し
、
な
に
や
ら
呪
文
を
唱
え
な

が
ら
「
大
き
く
な
れ
、
大
き
く
な
れ
」

と
パ
タ
パ
タ
と
あ
お
ぎ
始
め
ま
し

た
。「

お
や
、
あ
の
手
妻
使
い
は
何
を

す
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
」
と
大
勢
の
見

物
人
が
集

ま
っ
て
き

ま
し
た
。

あ
の
意
地

悪
の
親
方

も
見
て
い

ま
す
。

す
る
と

不
思
議
な

こ
と
に
道

傍
に
埋
め

た
梨
の
芯

は
芽
が
出

た
と
思
う

と
す
く
す

く
の
び
て

大
き
な
梨

の
木
に
な
り
、
枝
に
お
い
し
そ
う
な

梨
が
す
ず
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
見

物
人
は
や
ん
や
の
か
っ
さ
い
で
す
。

文
王
は
枝
か
ら
そ
の
梨
を
も
ぎ
と

り
、
み
ん
な
に
ご
馳ち

走
し
ま
し
た
。

見
物
の
み
ん
な
は
「
と
て
も
お
い
し

い
梨
だ
。
人
は
身
な
り
で
わ
け
へ
だ

て
す
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
な
あ
」
と
口

を
そ
ろ
え
て
話
し
合
う
の
で
し
た
。

文
王
は
軽
く
な
っ
た
梨
の
木
を
肩

に
、
い
つ
の
間
に
や
ら
人
の
波
に
姿

を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

梨
売
り
の
親
方
は
、
素
晴
ら
し
い

手
妻
に
見
と
れ
、
し
ば
ら
く
呆
然
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
の
店
に
も

ど
っ
て
「
あ
っ
」
と
驚
き
ま
し
た
。

さ
っ
き
ま
で
山
と
積
ん
で
あ
っ
た
梨

は
一
つ
残
ら
ず
な
く
な
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）



人
間
は
お
よ
そ
五
百
万
年
前
に
誕

生
し
て
以
来
、
自
然
の
中
で
過
ご
し

て
き
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
人
間

の
生
理
機
能
は
す
べ
て
自
然
に
適
応

す
る
よ
う
に
進
化
し
て
い
る
と
い
う

説
が
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
が
木

の
家
に
入
る
と
心
地
よ
さ
を
感
じ
る

の
も
、
こ
の
こ
と
と
関
係
が
あ
る
よ

う
で
す
。

こ
れ
を
実
証
す
る
た
め
に
、
木
の

香
り
、
手
触
り
、
木
目
の
模
様
な
ど
に

着
目
し
た
実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

木
の
香
り
の
実
験
で
は
、
ス
ギ
や

ヒ
バ
材
の
チ
ッ
プ
を
つ
く
り
、
そ
こ

か
ら
出
て
く
る
香
り
を
吸
入
し
た
と

こ
ろ
、
血
圧
と
脳
血
流
が
低
下
し
、
体

が
鎮
静
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
木
に
触
っ
た
場
合
も
同

じ
よ
う
な
効
果
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

木
材
の
壁
面
と
白
色
の
壁
面
を
つ

く
り
、
木
目
模
様
の
視
覚
刺
激
を
実

験
し
た
と
こ
ろ
、
木
材
の
壁
面
は
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
、白
色

の
壁
面
は
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
効
果

が
あ
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
実
験
か
ら
、
木
の
家
や

木
製
品
は
、
快
適
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
人
の
感
性
に
馴
染
み
や
す
い

材
料
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
会
長

佐
藤
　
恒
悦
氏
）
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　林業 
 だより 

木
の
家
の

心
地
よ
さ

木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材35cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

4,100～12,100

4,100～5,050

3,600～3,950

全県的な原木不足から、引き合いが強くなり、量産
工場３社の参加により強含んだ。
参加者15名、落札率74％

（
平
成
十
三
年
八
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

八
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
21
14
35

平均体重
283kg
304kg
291kg

平均価格
426,950円
351,375円
396,720円

kg当単価
1,340円
1,105円
1,307円

去　勢
雌

金　額
547,050円
667,800円

父
平茂勝
北国7の8

母の父
福谷1
紋次郎

母の祖父
益　美
益　美

谷
口
圭
一
（
上
通
）
さ
ん
の
作
品
で
す
。



住民基本台帳 

男（人） 

女（人） 

計（人） 

世帯数（戸） 

月末人口 前月比 

2,445 

2,588 

5,033 

1,391

－  2 

0 

－  2 

1

 

出生（人） 

死亡（人） 

転入（人） 

転出（人） 

月間異動人数 1月からの累計 

4 

3 

4 

7

19 

27 

51 

102

消防・交通 

火災出動（件） 

救急出動（件） 

交通事故（件） 

死亡（人） 

傷者（人） 

飲酒運転（件） 

酒気帯び（件） 

0 

10 

0 

0 

0 

0 

1

3 

88 

10 

0 

18 

0 

6

月　間 
発生数 

1月から 
の累計  
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植
物
の
分
類
か
ら
す
れ
ば
木
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
秋

の
七
草
の
一
つ
で
和
名
の
「
萩
」
は
漢
字
で
な
く
、
日
本
人
が
作

っ
た
文
字
だ
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
ハ
ギ
の
傍
に
は
鹿
が
い
る

と
い
う
の
で
、
鹿
妻
草
な

ど
の
名
も
あ
り
ま
す
。
山

野
に
自
生
し
、
叢
生
し
て

高
さ
1.5
メ
ー
ト
ル
く
ら
い

に
な
り
、
多
数
の
枝
を
分

け
、
一
つ
の
枝
に
楕
円
形

の
葉
を
３
枚
ず
つ
び
っ
し

り
つ
け
ま
す
。
９
月
頃
紅

紫
色
か
白
色
の
蝶
形
花
を

多
数
つ
け
ま
す
。
芭
蕉
は

「
し
ら
露
も
こ
ぼ
さ
ぬ
萩
の

う
ね
り
か
な
」
と
、
子
規

は
「
白
萩
の
し
き
り
に
露

を
こ
ぼ
し
け
り
」
と
萩
の

風
情
を
吟
じ
て
い
ま
す
。

１� 米松三兄弟ふるさとを唄う

５� 乳児健診

８� わくわくサークル

（ボランティア教室）

12� 議会定例会

機能訓練教室

13� 予防接種（個別・三混）

14� 合同金婚式（有鄰館）

15� 敬老の日

18� 幼児健康相談

ことぶき大学

20� 食生活改善教室

全県野焼きを楽しむ集い

23� 秋分の日

24� 振替休日

26� ２歳児健診

28� 機能訓練教室

29� 奥羽横断駅伝大会

17～18、25～26

ＩＴ講習

東
由
利 

ヤ
マ
ハ
ギ
（
ハ
ギ
）

（
マ
メ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
後
田
七
〇
番
地
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所
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広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一

封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

畠
山
栄
子
さ
ん
（
秋
田
市
）、
畠
山
良
治

さ
ん
（
袋
井
市
）、

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
野
智
行
さ
ん
（
宿
）、
小
松
悌
之
助
さ

ん
（
上
通
）、
小
松
和
美
さ
ん
（
山
崎
）、

畠
山
良
治
さ
ん
（
袋
井
市
）、
遠
藤
育
英

さ
ん
（
宿
）、
遠
藤
忠
雄
さ
ん
（
舘
西
）、

下
郷
中
第
十
期
生
還
暦
の
集
い
一
同

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

●東由利町ホームページ　　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

〈7／1～31〉

（ ）は前月比

季節が巡るのは早いものであっという間に
夏が終わってしまいました。みなさんはどん
な思い出を作りましたか？東由利の夏がこん
なに暑いとは知らなかった私は、夏バテ気味
になりながらも取材に明け暮れた（？）毎日
でした。今月の取材で思ったことは、みんな
一生懸命生きてるなということ。しかも全然
辛そうではなくて、楽しそうなんです。どう
せ一生懸命になるならやっぱり楽しまなくち
ゃ損だなと改めて考えさせられました。（武）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
７
月
21
日
〜
８
月
20
日
届
出
）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

７
／27
小
　
松
　
ラら

イい

く
ん
〈
茂
　
明
〉
田
　
代

理
　
香

●
ご
結
婚
お
め
で
と
う

７
／28
高
　
沢
　
　
　
敦
さ
ん

）
黒
　
渕

長
谷
山
　
孝
　
子
さ
ん

向
　
田

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

７
／31
小
松
　
建
一
さ
ん
（
56
）
タ
カ
子
･
夫
・
山
　
崎

８
／２
遠
藤
　
明
夫
さ
ん
（
54
）
テ
ツ
子
・
夫
・
　
宿

８
／３
伊
東
ミ
ト
リ
さ
ん
（
85
）

洵
　
･
母
・
岩
　
舘

８
／８
小
野
寺
勝
藏
さ
ん
（
75
）
武
　
夫
・
父
・
板
　
戸

８
／11
遠
藤
忠
一
郎
さ
ん
（
79
）
忠
　
雄
･
父
・
舘
　
西

８
／18
小
松
松
次
郎
さ
ん
（
91
）
イ
ワ
ノ
・
夫
・
山
　
崎

「我が家で飼っているライオンウサギのシュウ

（オス・３歳）です。家の中で飼っているのは珍

しいのではないかと思い投稿してみました。」

みなさんからの珍しい写真やおもしろい写真を

お待ちしています。

読者からの投稿
投稿者　蔵新田　阿　部　禮　子さん


